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カ ラ ー 受 像 管 21CYP22 の 試 験

Tests of Color Picture Tube,21CYP22

西 沢
ReicbiNishizavra

内 容 梗 概

シャドウマスク三電子銃形カラー受像管の試験機を作りこれにより21CYP22カラー受像管の試作ふ

を多数種々の角度から試験を行った｡試作品の試験結果ほRCA製品と比較して示した｡

これまでの試作品は3色蛍光体の露光塗布の際に補正レンズを使用していなかった｡そのために各電

r･ビームがそれぞれ相当する蛍光体ドットに正しく命中する状態を蛍光面の全範囲で実現するという訴

整がやや困難であったこ これ以外には特に問窃とする欠点はなく,カラー受像を行って十分良好な天然

色画像が得られた｡

1.緒 盲

カラー受像管はまだ研究段階で国内規格が決っていな

い｡したがって 報告でほ電波技術協会主催のカラー受

像管試作委員会でとりあげた試験方法などを参照して,

試験規準を作りこれによる試験とそのほか必要と思われ

る特殊性能試験を行った結果忙ついて報告する｡

2.試験機の概要

試作カラー受像管を試験するため,シャドウマスク3

電子銃形専用のカラー受像管 鹸機を製作した｡そのブ

ロックダイアグラムを弟1図に,その外観を第2図に示

す｡舞1図により試験機の機能を概略説明する｡

策l図に示すように個々の第1グリッドGlにほそれ

ぞれ任意の電圧を与えうるが,また電源′こ設けた摺動抵

抗器により3偶同時にその電圧を調整することもでき

る｡E.】2回路に関しても電圧が正である以外はまったく

E｡1回路と同様になっているっ ただしi･イi2ほ保護抵抗で

ある｡このようにすれほ各電子銃に任息比率の任意大き

さのG2,Gl電圧を与えることができるこ すなわち----▲定

の白色色度を保ちながら明るさを調整できるわけであ

る｡

ビュリティマグネッ†㍉ 青ラテラルマグネット,ラジ

アルコンバージェンスマグネットはいずれも電磁式と

し,その可 源の摺動抵抗ポをすべて武験者動作範囲

内において,試験者ほ受像管の前l如こ座してその画像を

見ながら調整できるようにしたr‥.また同じ要求からビュ

リティマグネットの回虹,偏向ヨークの前後位置の調整

もすべて前面ノブでできるようにしてある.っ

ラジアルコンバージェンスヨークには,商流コンバー

ジェンスコイルのほかにダイナミックコンバージェンス

コイルが巻かれ,これに偏向川力の 一部からⅠ振り出した

軸物線波形と三角波形の電流を流してダイナミックコン

バージェンスを行っている｡

*
日立製作所茂原工場

監/l ⑳

賢茸翫
l顎±

紙皿
7bドリト什-∂

控要塞既鵬‥…
ロド

l

f刀ラー受像管

′電癌

/ん■
】

虐

匹

イ

訂げ衰-

十

J椚J

ニ(♪Ⅵ

芦甜

肌ノ忙
電流計持主似

フィールトコ｢_l

姦/〝■恥′1′去｡

】畠/憎′蟄.′首
■l
l

竹アム7

んノ
′

【

l
臥

穎忘鰯｢~~~~i~~1･スイゾテ ′〝

ノ空耳慧■転
笹′】ク妄撮占
臨堕転

ィル向至っ農
ヱ｣巨イ軋･き.】･′】

偏d∃ ′

ラル. ラテラルコイル ㍑==小用

ランア丘′

ノェ:′ス; 改奴ノー∵
ニノ工ノ

_へ:｣~-

智*

第1国 力ラー∵受像管試験機ブロックダイアナラ⊥

第2岡 カラー受像管試験機

映像増幅器ほ3巴ともにまったく州ゾ摘巨のものを低圧

している〕侶力ほ80VP-p,周波数特性は6Mcまでフ

ラット 入~力は75【1である(⊃入力イ｢用･ほ1∴ノトバー信

号とモノスコープ桁号を切り換え使用している二 普通試

験にほこの3チャンネル増幅器入力は並列になっている
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項 目

Ef(Ⅴ) Eb(kV)lEca(Ⅴ)
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が,カラー受像の試験を行う場合は,適当なカラー†｢‡号

源のRGB=力(以下R,G,Bほそれぞれ赤, I 肖

の略とする)をそのままそれぞれの増幅器入■力に接縦す

れば最も忠実度の高いカラー画像が得られる.｡

周辺部磁界補正のためにイコーライジングマグネット

アセンブリを使用したし､.軋険機管球宅のj耶削こは満導磁

率材料を脹′つて磁気 蔽を行った､.､

3.試 験 項 目

電波技術協会主催のカラー受像管試作委艮会でと√1あ

げた測定方法(2)などを参照してきめた21CYP22に~対す

る暫定試験規格を弟1表に示す｡

弟】表中,粕にカラー受像管であるために従来とヤや

変っている 験項目には(○印を付した｡次に弟l表中に

ほないが試作品の設計性能試験として次のような項Hか

考えられる｡す ちわな ツド体光 トサイズ,東光休こドい′,

一問距離,ダイナミックコンバージェンス,呑甲色色度,

グリッド変調相性などである｡〉以下これら各項l_｣の意味

および測定法を簡.亡附こ説明し同時i･こ試作カラー･受像管に

対Lて行ったこれ『)の試験結果を緑-㍗する｡

験方法および試験結果

4.1直流コンバージェンス

3本の電子銃の軸ほヤ行でなくシャドウマスクの中心

に向かって低けて組み立てられているがそのままでは多

くの場合3木の電子ビームはシャドウマスク上で一点に

合わず,いわゆる色ずれが
〔,そこでラジアルコンパ

ージュンスおよびラテラルコンバージェンスの磁界で補

正をするわけである｡この補止昆二ほ明らかに少ないはと

良い｡その測定法は次のごとぐである｡すなわちド･_∵ト

Ee】しⅤ.■･ほかの

2本

調

調

調

調

教
室
数
察

一150

調 整

Ik計1.000/JA

調 整

一150

一･150

【150

--150

-1.50

71

EelrVl試 料

Ehk=±180ヽr

調
調
調

整
整
塾
生
盤

調 整

白色パターンに調整

調 整

調 整

0

-150

0

h二500〝Aに調整

ダイナミ ックコ

ンバージェンス

N

N

N

N

O

O

O

O

ON

規 格

最 小 最 大

90〃A

l.62 1.98A

-5
5JJA

中心から 22.2mm

O.127mm

4,200 5,000V

375太

一45 -100V

5/ムA

45J上A

E¢0-Mlb表による

0.25

第2表 直流コンバージェンス

試 作 品 (mロユ)
試 料

RG間IGB間LBR間 平 均

RCA製品 (mm)

RG間IGB間IBR間 平 均

総平均 4.0

バターンを用し､偏向コイル以外の装着部品の磁力を完全

に零にしたとき.Lll心部における各原色輝点相互のずれ

郎離を測定する｡､その測定結果を第2表に示す｡試作品

のデーターほ多数のものから抜き取ったものであるが

いずれも大体似かよった値を示している｡ただしノRGB

相互位摂関係ほ試料ごとにまったく無傾い射こ変動してい

る｡.RCA製品に対してもまったく

る またし 支▼.･℃れず
/＼

な

結な様河 待てい

央際にコンバージェンスが調

整了tJ能であり,この項月に関しては問題ほないと考える｡

4.2 ビュリティ調整量

カラー受像管を正常に動作せL.めるためにほ,ビュリ

テヤコイルの向きと竃流により,シャドウマスクを通過

したビームが定められた蛍光体ドットの真1~】に当たるよ

うにし また偏向ヨークの位置調整と柏まち蛍光血全面

に芥叩.色が純粋に発光するように調整する.｡この場合コ

ンバージェンス磁糾こよっても影響を受けるのでコンバ

ージェンスは正規状態に調整する｡この状態でビュリテ

h凋整量を測定する.1すなわち目盛顕微鏡でビーム射突

状況を観察Lセユリティコイル 流を断ったときビーム

がどれだけ移動するかを測定する｡その試験結果を弟3

表に示す二､明らかに試作品ほビュリティ調整是が少なく
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第3表 ビュリティ調整墓(m叫

料 試 作 品

平 均 0.039

日 立

R C A製品

0.111

てすみ,RCA製品の約拍である｡これほRCAにおい

てはカラー受像管の蛍光体ドットを露光塗■布する
,米

国国内の地球磁気~動自:分力によるビームの偏向をあらか

じめ考慮に入れて塗布作業を行っていることを示してい

るようである_黒際に使用するビュリティマグネットほ

十分強く,二の点ほ実用上両者とも大差ない｡

ム3 単色均一性

カラー受像符を減磁コイルを用いて完全減磁を行った

上に,コン/ミージェンス,ビュリティ,磁界イコライザ

ーを最良調整した後.各牒色ラスタごとに色の一様性を

普通の観賞距離で目視試験をする｡どのように調整して

もビーム射突据如こ恋く(ビュリティがとれないと称す

る)部分的に色が変って見える場合は不良とする｡

晶で蛍光体欠点もなく,また一応ビュリティが全面に調

整できるものは十分鮮明な天然色両像が得られた(｡また

ビュリティ調整ができないで不良となるものは,シャド

ウマスクが変形したり,フェースプレートとの組合せを

誤まったりした場合である｡ただしビュリティの調整が

試作品においてほ微妙で使いにくいという点が残されて

いる｡この特性に関しては蛍光体ドットサイズおよびド

ット間距離の項目において後述する｡

4･4 発光特性

明るさの測定ほ3個のビームにより一億色度の白色を

出すようにしたときのビーム電流対明るさ特使を測定す

ベきであるか.本~抜告でほ 単に各単色ごとにビーム電

流体明るさ特性を測定した｡その特惟ほ試作品およぴ

RCA製品とも変動が少ないのでその一例についての測

定結果を第3図に示すこその特性曲線は両対数目盛の図

表ではいずれも傾斜がほぼ1の直緑である｡青および赤

についてほ試作品の方が発光能率が少し高いようであ

る○これは後述するが,試作品でほ蛍光体ドット直径が

蛍光面中心部で大きくなり,各原色のドットが互ににじ

み重なり合っており,このため青および妻如こ能率のよい

縁戚分が微少量混入しているためであると考える｡緑に

関しては他成分が少量混入しても混入分の能率が低いの

でほとんど影響を受けていない｡

4.5 集束電圧

実 的にほコンバージェンスおよびビュリティの調整

を完全にして白黒の画像を出さしめ,ビーム電流値を規

定して集束電圧を求めればよいが本報筈でほ3個の電二｣1

へへ喜一しq＼貫

玉

東

評 第41巻 第5号

､l､
‥●

･

､･､､∵

刀ソード電流′りん射

第3図 発 光 特 性

第4表 集束電圧特性(Ⅴ)

試 料

1

2

3

晶.3水平均

R
C
A
製
品

R
I G

::ご:::二‡､::::
4,640:4.550

4,760; 4,700

4,640i4,550
4,780 4,600

B

4,700

4,740

4,700

且GB平均l差の平均

4,800;4,750

4,800;4,663

4,691

銃の聞の変動も.凋査するため,行電子銃ごとに電流値を

200/･`A に規定して 電圧を求めた｡その結果を弟4

表に示した一 表にほ抜収り3本のデーターを示した｡試

作品もRCA製品も~平均集束一 匠はほぼ規格中心値に分

布しておりまったく問題ない.二.

4.る 解 像 度

実際的には前項と同じく3個の電子銃を同時に働かせ

てモノスコープによる白黒画像の解像本数を測還すれば

よいカ㍉ 本報 十ム∴ 色ごとの場合をも測定Lた.二 すべ

ての場合においてモノスコープ最高本数500本を解像し

てしまうのでラスタ水平掛幅を兢に圧縮して読取値を2

倍L解像度本数とした｡J結果を第4図に示す｡図では試

作品およJごRCA 品番1本あての比較を示したこ.弟4
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第4図 解 像 度 特 性

図の結果からRCA製品とまったく何

十分実用になることがわかる｡.

4.7 ガ ス 比

ヽ

の解像度であ･〔1

原理はまったく白黒受像管と相槌であるが電極構造か

異なるので測定の の接続法がやや違う｡すなわち,白

黒受像管の場合は第2グリッドの次に陽極に接続された

第3グリッドが配置されているので,+イオン電流を検

出するために陽極に一･25Vを加える｡21CYP22カラー

受像管の場合は第2グリッドの次に配置されている第3

グリッドは集束電梅であり,陽極には接続されていない

ので-25Vを第3ダリ､ソドに加えて,このイオン電流を

測定せねばならないし また電子銃は3本であるがいずれ

か1本について測定すれほよい_.その接続法を第5図に

示す｡測定法は,Ik=500一′∠Aになるよう第1格子バイ

アスを調整した場合と,第1格子バイアスを-150Vぐ

らいにしてカットオフした場合の微少電流計Ⅰ吊iメータ

の読みの差を求める.こその値がガス電流(/′A､)であf).

これを電子電流0.5(mA)で除した値がガス比である二

試作品およびRCA製品に関するその測定値はほとんと

すべて0.01以下の程度で問題なしと考える｡またコーン

とフェースプレート間のガラス半｢下丁接着部の漏洩を闇点

しガス比の経日変化も調査したがまったく異状を潤め七

かった｡

4.8 蛍光体ドットサイズ

蛍光体ドットの配列状況をIl感顕微鏡で観察し,まず

第5図 ガ 定測の比
●

第6図 蛍光体ドット測定点

第5袈 蛍光体ドットサイズ(由径mm)

測 定 点 試 作

0.52

0.47

0.43

0.43

0.43

=.1::

0.40

0.40

0.40

R C A製品

0.45

0.44

0.43

0.43

0.43

0.43

0.43

0.43

0.42

その~ヤ均直僅を測定したり測定点は弟d図の9箇所で各

測定点でその付近の平均値を めた｡その折呆ほ弟5表

のとおりである｡この測定でRCA 品に関しては問題

ないか試作品では特に画面l■r~l矢部(測定点1)で隣接し

た各原色ドッ1､がにじみ重なり合っており 因が走渕 で

もったこ その状況は第7図Aのようである｡

4.9 蛍光体ドット間距離

i-ifi項と同様に月盛麒微鏡で第d図の場所で隣接した蛍

･光体ド､ソト間の距離を平均的に求めた｡その結果を弄る

表に~示す｡RCA品ではドット間距離が非常に均一であ

るカ■ニ∴試作品でほ特に3,4,5およぴ7,8,9の測
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ノ.試作品

日 立 評

β.′〃製基

第7図 痢面中火における蛍光体トソト配列状況

第8図 式作品画面周辺における蛍光体ト

の配列状況

第6去 蛍光体ドット間距離しmmノ

34(U

.37

(U

3△ 0.37

4△;0.37

5△;0･37
6 0.37

7△:0.37

8△10･35

9△!0.37

0.43!0.4310.45

一37

(U 0.37

0.42t O.3310.37

0.37;0.3310.3610.42

0.40:0.38;0.38

0.43■ 0.47･0.42

0.3710.37.0.38

3

6

.4

4

〇
.
〇
.

450

0.35!0.37｣0.3610.45

0.44 0.43

0,44 0.43

0.43 0.44

0.42 0.43

0.42 0.43

0.44 0.44

0.42 0.41

0.41 0.40

0.3310.37!0.36 0.45 0.42 0.41

0.44

0.43

0.43

0.42

0.43

0.45

0.43

0.42

0.43

定点では中心部(測定点1)におけるよりも間隙か小で

/Jより口〃状になっている｡その状況はほぼ弟8図のご

とくである｡.すなわちRGB3ドットが組にな〔て1ト

リオを形成するが,トリオごとにグルービングを起して

いる｡

4.10 ダイナミックコンバージェンス

受像機を組み立てまたほ改造して初めて完全調儀する

ときほ相当の努力と時間を要してダイナミックコンバー

ジェンスを合せるが一度調整が完了すれば受像管が変っ

た場合もきわめてわずかな再調整ですむものである二現

在までにダイナミックコンバージェンスが牛如こ忠′こて調

整ができないという試料ほなく受像管としてのダイナミ

ックコンバージェンスを試験することほあまり意味がな

いように思われるが,一応の測定を行った｡その方法ほ

次のごとくである｡

ドットパターンを描かしめ,ダイナミックコンバージ

ェンス電流ほ加えず,直流コンバージェンスのみにより

調整して,中央部において3色の粗-､ユが完全に-▲致する

第41巻 第5号

･ダイナミ ソクコンパージエンス回路断,

庶流コンバージェンスのみ調整〕

第9区lダイナミックコンバージェンスの測定

第7表 すイナミックコンバージェンス(mm)

､ミ.∴
∴

3 6 5

4 5.5 6

5 7 5

6 6 2.5

7 6.5 6

8 5 6

9 6 こ〉

2～9択l碇点の平均

0 0

1 3.8

7.5r 6.2

7 6.2

7 6.3

6 4.8

7 6.5

6 5.7

3 4.7

5.512～9汎l定点の平均

ようにL･たとき,j対辺各点(弟d図)におけるRGB輝点

相互間の距離を測定する√二 このようにした場合の3色の

輝点の状況は大体第9図のようになり,これは幾何学的

構造でほとんど定まるので試料による大きな差はない｡

測定結果の--･例を第7表に示す.一 試作品とRCA製品と

ほ同 性特の と考えられる｡

4.11単色色度

カラー受像管が再現しうる色の範囲と忠実度は完全に

調整された状態で各単色ごとに発光させた場合の原色の

色度で定まる= 本報告ではCL-1形色彩計により,試作

品とRCA製品の色度比較を行った結果を示す｡

色度計の校正ほC光溺"こ近い1点で行っているのでス

べクいレ色に近い苗飽和度の色度に関してほ相当の誤差

があるとも考えられる｡そこで絶対値ほともかくとして

RCA製品との比較に 点を置いた｡測定はEb25kV,

ⅠⅠく200/∠A,正規ラスタ､j~法で中央部において行った.二 そ

の結果を第10図の CIE色度図上に示す｡前述した誤

よのため,RCA製品の色 も NTSC標準色度からや

やずれている｡試作品の色度ほRCAの製言~～一に対し,緑

ほまったく一致,育および赤がいずれもほかの2原色の

色度の方へ少しずれているこ.このくらいのずれほ実 上
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第10図 CIE色度図におけるカラー受像管の

原色色度
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主
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⊥
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ナノノーノー無配宣告∴′【ノ･

第11因 幡 ニ~F変 調 特性

L■′1

はまったく問題にならないようである｡

4.】2 グリッド変調特性

各電子銃ごとラスターカットオフからの第1グリッド

駆動電圧とカソード電流の関係を測定した｡その結果を

弟1】図にホす｡これほ一般白黒受像管と特に変りはな

い｡ガンマほ3.1ぐらいである｡第3図でカソード電流

と光出力特性の勾配ほ1であるので,光出力に対するガ

ンマも策1】図のIK の勾配とほとんど同じで3.1ぐら

いとなる｡なお 東電極(第3グリッド)電流は全動作

範囲においてはとんど宥であった｡

5.結 言

4.】～4.12で説明した.紙験のほか,種々の作磯から検

討しつつ試作を進めてきたが,結論として若十の問題ほ

あるが十分実用に供しうろものが生龍できるようi･こなっ

693

第12図 解 像限 界 の 考察

た｡この残された問題ほ近く改善されると思うが,その

ままでもカラー受像機に実装して普通観賞するとき,な

んら支障ほ謎められない｡なお寿命試験もー一部の試料で

行っており,試料数はまだ十分ではないが,良好な結果

を示している.J試作品によるカラー映像の受像状況につ

いては本誌し】絵カラーギ真貞を参照願いたい｡

終りに.電波技術協会主催カラー受像管試作委ほ会で

種々御教示いただいたNHK技研松山副部長および大石

氏ならびに試験機傑作,試験法に関して御協力をいただ

いた日立 所関係各位に対し深謝する次第である〕

参 老 文 献

R.C.A.Service data1955No.T 5

カラー受像管の試験,カラー受像管試作委員会,試

験′ト委員会:(CPT-1-10,通25)

付記:解像度について

4.るの結果では21CYP22の解像本数は800本程度と

なった｡白黒受像管で同様の測定を行うと普通1,200本

程度である｡ここで簡閏如こ21CYP22の解像度限糾こつ

いて考えてみる.｡今,蛍光体ドットが弟12図のように

完全に相接しているとし,ドット｢耶巨離(ドット直径)を

αとする｡特色について垂直二方向に並んだドットを水平

船上に投影して考えると,0.5αずつ間隙があき,この

部分ほ解像しないJところで実際ほ0.5αが限度ではな

く,蛍光体ドット中に納まるビームド､ソト(シャドウマ

スクの孔の影)の隙間が偶像度のⅠ眼界を定めるものと考

えられるr｡この隙間ほ21CYP22では0･3451nmであ

る｡これを画面の垂l白二高さ内に並ぶ蘭笹本数に換算する

と,解像度限明通0ほ(1) により1,060本となる.｡

振方×‡/∩･345=1･060(本)･･･t(1)
〟:水平幅489mm

ところで実際にはコンバージェンス,ビュリティ調整

など多くの外部磁界のため,粗止の状況が悪くなるこ

と,また3色同時発光の場合ほおのおのの電子銃に最適

瓜電圧を加えることができないことおよび3色の干渉

により解像度ほやや落ちると考えられる｡
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